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大 学 名 広島大学 学 問 分 野 人文科学（教育学）

専 攻 等 名 広島大学高等教育研究開発センター

拠点の 名称 ２１世紀型高等教育システム構築と質的保証プログ ラ ム

高 等 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー ・ 教 授拠点リーダー氏名 有本 章 所属部局・職

プ ロ グ ラ ム 本プログラムは、社会構造の変化に対応した高等教育システムの構築とその質的保証

の概要 の問題を解明することによって、高等教育研究及び高等教育政策への貢献を行うこと

を企図している。

目的：①高等教育研究における世界水準の学問的生産性を上げ、国際学界への貢献を通じて拠点形成の

国際社会と日本社会の発展に寄与する。目的・必要

①高等教育研究の国際競争力を持つ機関の構築によって世界の学術交流の要衝としての性

「学問中心地」を形成する。

必要性：高等教育研究の拠点形成には世界的課題である「２１世紀型高等教育システム構築と

質的保証」に関する組織・研究両面での中長期的な枠組みが必要である。

具体的には主題に関する高等教育研究を行うが、それは相互に連関する以下の３つの

主要目標を達成することを主眼とする。

①高等教育研究の推進、

②国際的学術研究会の定期的開催、

③学術情報の発信及びデーター・ベース構築である。

研究拠点形成の中心は高等教育研究の推進にある。研 究 拠 点 形

①大学教育システムにおけるＦＤ・ＳＤの制度化と質的保証に関する研究では、理論研究、成実施計画

内外大学の訪問調査、資料収集、機関・教員質問紙調査、研究会開催、調査結果分析を行う。

②大学研究システムにおける流動性と制度化の研究と質的保証に関する研究では、大学・

短大職員録分析、４カ国の大学機関と教員の流動性に関する調査、各種統計報告書の分析、

国内外訪問調査などを行う。

③大学統合ならびに組織編成と機能に関する研究では、従来の研究を踏まえて、調査研究を

実施し、主要国の大学組織の変容要因や教育研究組織の変化の国際比較分析を行い、日本の

大学組織改革の方向性を解明する。

当センターは１９８６年に高等教育に関する我が国最初の大学院教育博士課程を発足させた。教 育 実 施 計

この拠点形成において人材養成に関して取り組むべき具体的な課題は以下の通りである。画

（１）高等教育開発専攻の目的に対応して、研究者養成、専門家養成、大学職員養成など多様な

人材開発を実施する。

（２）拠点形成に伴って開催される各種の国際会議やワークショップの成果を教育内容として

研究者育成に反映させ、国際的な視点から質の高い教育による能力開発を実施する。

（３）大学職員養成のための教材を積極的に開発する （４）将来大学教員を目指す大学院生には。

プレ 教育を実施する。FD



拠点形成のイメージ図
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21世紀型システムの提言検証課題

　　　

・知識生産の変化と大学組織

・就学者の量・質の変化と大学組織

・ガバナンスの変化と大学組織

・開かれた研究組織

･連携･連合・統合など多様
　な大学組織形態

・専門分野対応型から
　使命達成型の組織

・政府･同僚・市場の役割

・研究組織の柔軟性と生産性

・専門分野の流動性と生産性

・大学教授市場の流動性と生産性

・FDの制度化と質的保証の実態

・FD/SDの機関・組織レベ
　ルにおける戦略化

大学組織とガバナンス

世界水準の生産性

･FD/SDの研究･実践･政策
　サイクルの確立

・大学教授市場の活性化

・専門分野の交流促進

資質開発を通じた質の保証

･SDの制度化と質的保証の実態

･FD/SDの研究･実践･政策の関係

･FD/SDのシステムレベル
　における戦略化
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